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規 
 

則 

知
事
の
保
有
す
る
個
人
情
報
の
保
護
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公

布
す
る
。 

  
 

平
成
二
十
三
年
四
月
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

  
 

 

知
事
の
保
有
す
る
個
人
情
報
の
保
護
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

 

知
事
の
保
有
す
る
個
人
情
報
の
保
護
等
に
関
す
る
規
則
（
平
成
十
七
年
埼
玉
県
規
則
第
七
十
三

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

第
十
九
条
第
一
項
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え
る
。 

た
だ
し
、
開
示
決
定
の
変
更
に
よ
る
追
加
の
交
付
（
既
に
交
付
を
受
け
た
部
分
を
除
く
。
以

下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
追
加
の
交
付
に
要
す
る
費
用
の
額
と

す
る
。 

第
十
九
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。 

５ 

開
示
決
定
に
基
づ
き
保
有
個
人
情
報
の
開
示
を
受
け
る
者
は
、
送
付
に
要
す
る
費
用
を
納
付

し
て
、
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
方
法
で
複
写
し
、
又
は
出
力
し
た
も
の
の
送
付
を
求
め
る
こ

と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
費
用
は
、
郵
便
切
手
で
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。 

 

別
表
登
録
手
話
通
訳
者
選
考
試
験
の
項
及
び
調
理
師
試
験
の
項
を
削
る
。 

附 

則 

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

埼
玉
県
規
則
第
三
十
六
号



規 
 

則 

 
埼
玉
県
県
営
住
宅
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

   
 

平
成
二
十
三
年
四
月
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

  
 

 

埼
玉
県
県
営
住
宅
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

 

埼
玉
県
県
営
住
宅
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
五
十
一
年
埼
玉
県
規
則
第
四
十
二
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

別
表
二
二
の
項
中 

一
四
〇

中
層
耐
火

三
九
・
六
六
か
ら

七
五
・
五
六
ま
で

 

を 

三
六
五
八

三
九
七
五

高
層
耐
火

中
層
耐
火

 
 

六
六
か
ら

五
六
ま
で

八
〇
か
ら

八
九
ま
で

一
〇
一

一
四
〇 

 

に
改
め
、
同
表
中
二
九
九
の
項
を
三
〇
一
の
項
と
し
、
一
八
六
の
項
か 

 

ら
二
九
八
の
項
ま
で
を
二
項
ず
つ
繰
り
下
げ
、
一
八
五
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

一
八
七

一
八
六

グ
ロ
リ
ア
ス
草
加
長
栄

町
住
宅

草
加
や
す
は
た
住
宅

草
加
市
長
栄
町

草
加
市
新
善
町

中
層
耐
火

中
層
耐
火

二
〇

二
〇

五
〇
・
〇
四

五
〇
・
三
六

 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
別
表
二
二
の
項
の
改
正

規
定
は
、
同
年
五
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

・・ ・・

埼
玉
県
規
則
第
三
十
七
号



管 

理 

規 

程 

 
埼
玉
県
公
営
企
業
管
理
規
程
第
十
号 

公
営
企
業
管
理
者
の
保
有
す
る
個
人
情
報
の
保
護
等
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規

程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。 

平
成
二
十
三
年
四
月
一
日 

埼
玉
県
公
営
企
業
管
理
者 

石 

田 

義 

明 

公
営
企
業
管
理
者
の
保
有
す
る
個
人
情
報
の
保
護
等
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す

る
規
程 

公
営
企
業
管
理
者
の
保
有
す
る
個
人
情
報
の
保
護
等
に
関
す
る
規
程
（
平
成
十
七
年
埼
玉
県
公

営
企
業
管
理
規
程
第
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

第
十
八
条
第
一
項
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え
る
。 

た
だ
し
、
開
示
決
定
の
変
更
に
よ
る
追
加
の
交
付
（
既
に
交
付
を
受
け
た
部
分
を
除
く
。
以

下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
追
加
の
交
付
に
要
す
る
費
用
の
額
と

す
る
。 

第
十
八
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。 

５ 

開
示
決
定
に
基
づ
き
保
有
個
人
情
報
の
開
示
を
受
け
る
者
は
、
送
付
に
要
す
る
費
用
を
納
付

し
て
、
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
方
法
で
複
写
し
、
又
は
出
力
し
た
も
の
の
送
付
を
求
め
る
こ
と

が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
費
用
は
、
郵
便
切
手
で
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

附 

則 

こ
の
規
程
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 



管 

理 

規 

程 

 
埼
玉
県
流
域
下
水
道
事
業
管
理
規
程
第
七
号 

 

埼
玉
県
下
水
道
事
業
管
理
者
の
保
有
す
る
個
人
情
報
の
保
護
等
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正

す
る
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。 

 
 

平
成
二
十
三
年
四
月
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
下
水
道
事
業
管
理
者 

加 

藤 

孝 

夫 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
下
水
道
事
業
管
理
者
の
保
有
す
る
個
人
情
報
の
保
護
等
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を

改
正
す
る
規
程 

 

埼
玉
県
下
水
道
事
業
管
理
者
の
保
有
す
る
個
人
情
報
の
保
護
等
に
関
す
る
規
程
（
平
成
二
十
二

年
埼
玉
県
流
域
下
水
道
事
業
管
理
規
程
第
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

第
十
八
条
第
一
項
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え
る
。 

た
だ
し
、
開
示
決
定
の
変
更
に
よ
る
追
加
の
交
付
（
既
に
交
付
を
受
け
た
部
分
を
除
く
。
以

下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
追
加
の
交
付
に
要
す
る
費
用
の
額
と

す
る
。 

第
十
八
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。 

５ 

開
示
決
定
に
基
づ
き
保
有
個
人
情
報
の
開
示
を
受
け
る
者
は
、
送
付
に
要
す
る
費
用
を
納
付

し
て
、
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
方
法
で
複
写
し
、
又
は
出
力
し
た
も
の
の
送
付
を
求
め
る
こ

と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
費
用
は
、
郵
便
切
手
で
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。 

附 

則 

こ
の
規
程
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 



告 
 

示 

  
特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
平
成
十
年
法
律
第
七
号
）
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
特
定
非

営
利
活
動
法
人
を
設
立
し
よ
う
と
す
る
者
か
ら
、
次
の
と
お
り
申
請
書
が
提
出
さ
れ
た
の
で
、
同

条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
す
る
。 

 

な
お
、
当
該
申
請
に
係
る
定
款
、
役
員
名
簿
、
設
立
趣
旨
書
並
び
に
設
立
当
初
の
事
業
年
度
及

び
翌
事
業
年
度
の
事
業
計
画
書
及
び
収
支
予
算
書
を
申
請
の
あ
っ
た
日
か
ら
二
月
間
、
県
民
生
活

部
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
推
進
課
及
び
埼
玉
県
南
部
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
備
え
置
く
方
法
並
び
に

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る
方
法
（
埼
玉
県
Ｎ
Ｐ
Ｏ
情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（http://www.sai

tamaken-npo.net/

）
）
に
よ
り
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
三
年
四
月
一
日 

 
 

 
 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

申
請
の
あ
っ
た
年
月
日 

 
 

平
成
二
十
三
年
三
月
十
八
日 

二 

申
請
に
係
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
名
称 

 
 

特
定
非
営
利
活
動
法
人
童
夢
ガ
ー
デ
ン 

三 

代
表
者
の
氏
名 

 
 

吉
野 

恵
子 

四 

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地 

 
 

埼
玉
県
蕨
市
中
央
一
丁
目
二
十
七
番
五
号
ヨ
シ
ノ
ビ
ル
五
階 

五 

定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的 

 
 

こ
の
法
人
は
、
少
子
高
齢
化
が
進
む
地
域
社
会
に
お
い
て
、
子
ど
も
や
育
児
に
携
わ
る
家
族
、 

 

高
齢
者
や
要
介
護
者
を
抱
え
る
家
族
、
そ
し
て
そ
の
携
わ
る
全
て
の
者
が
抱
え
る
社
会
的
な
不 

 

安
の
改
善
に
取
り
組
み
、
地
域
住
民
と
と
も
に
、
地
域
住
民
が
そ
の
担
い
手
と
な
り
、
子
ど
も 

 

や
育
児
に
携
わ
る
家
族
の
支
援
、
サ
ポ
ー
ト
を
目
指
す
こ
と
に
よ
り
子
ど
も
の
健
全
育
成
を
は 

 

か
り
、
ま
た
高
齢
者
や
要
介
護
者
を
抱
え
る
家
族
が
、
住
み
慣
れ
た
地
域
社
会
で
、
在
宅
で
暮 

 

ら
す
た
め
の
支
援
や
サ
ポ
ー
ト
を
行
い
、
地
域
社
会
で
子
ど
も
や
高
齢
者
が
と
も
に
過
ご
し
、 

 

世
代
間
交
流
を
実
現
し
た
生
活
が
送
れ
る
社
会
の
実
現
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
ひ
い 

 

て
は
そ
の
取
り
組
み
の
担
い
手
の
育
成
に
よ
り
地
域
の
雇
用
創
出
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と 

 

す
る
。 

埼
玉
県
告
示
第
四
百
二
十
一
号



告 
 

示 

  
特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
平
成
十
年
法
律
第
七
号
）
第
二
十
五
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
定

款
の
変
更
の
認
証
を
受
け
よ
う
と
す
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
か
ら
、
次
の
と
お
り
申
請
書
が
提

出
さ
れ
た
の
で
、
同
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
す

る
。 

 

な
お
、
当
該
申
請
に
係
る
変
更
後
の
定
款
を
申
請
の
あ
っ
た
日
か
ら
二
月
間
、
県
民
生
活
部
Ｎ

Ｐ
Ｏ
活
動
推
進
課
に
お
い
て
備
え
置
く
方
法
並
び
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る
方
法
（
埼
玉

県
Ｎ
Ｐ
Ｏ
情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（http://www.saitamaken-npo.net/

）
）
に
よ
り
縦
覧
に
供

す
る
。 

 
 

平
成
二
十
三
年
四
月
一
日 

 
 

 
 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

申
請
の
あ
っ
た
年
月
日 

 
 

平
成
二
十
三
年
三
月
二
十
四
日 

二 

特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
名
称 

 

特
定
非
営
利
活
動
法
人
地
球
友
の
会
埼
玉
協
会 

三 

代
表
者
の
氏
名 

 

荻 

原 

洋 

志 

四 

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地 

 

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
浦
和
区
北
浦
和
四
丁
目
五
番
八
号
吉
田
ビ
ル
株
式
会
社
東
陽
通
信
社

内 

五 

定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的 

 

こ
の
法
人
は
、
日
本
及
び
世
界
の
国
々
で
広
く
一
般
の
市
民
を
対
象
と
し
て
、
世
界
環
境
写

真
展
を
開
催
す
る
事
業
、
環
境
関
係
の
活
動
及
び
出
版
事
業
を
行
い
、
地
球
環
境
の
認
識
を
高

め
る
こ
と
で
、
自
然
と
人
間
が
共
生
で
き
る
豊
か
な
社
会
の
実
現
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と

す
る
。 

埼
玉
県
告
示
第
四
百
二
十
二
号



告 
 

示 

  
製
菓
衛
生
師
法
（
昭
和
四
十
一
年
法
律
第
百
十
五
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
四
条
第
一

項
の
規
定
に
よ
り
、
製
菓
衛
生
師
試
験
を
次
の
と
お
り
行
う
。 

 
 

平
成
二
十
三
年
四
月
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 

 

一 

試
験
期
日
及
び
場
所 

二 

試
験
科
目 

 
 

衛
生
法
規
、
公
衆
衛
生
学
、
食
品
学
、
食
品
衛
生
学
、
栄
養
学
並
び
に
製
菓
理
論
及
び
実
技 

三 

受
験
資
格 

 

イ 

学
校
教
育
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
第
五
十
七
条
に
規
定
す
る
者
又
は
法 

 
 

附
則
第
三
項
に
規
定
す
る
者
で
あ
っ
て
厚
生
労
働
大
臣
の
指
定
す
る
製
菓
衛
生
師
養
成
施
設 

 
 

に
お
い
て
一
年
以
上
製
菓
衛
生
師
と
し
て
必
要
な
知
識
及
び
技
能
を
修
得
し
た
も
の 

 

ロ 

学
校
教
育
法
第
五
十
七
条
に
規
定
す
る
者
又
は
法
附
則
第
三
項
に
規
定
に
す
る
者
で
あ
っ 

 
 

て
、
二
年
以
上
菓
子
製
造
業
に
従
事
し
た
も
の 

 

ハ 

法
の
施
行
の
日
（
昭
和
四
十
一
年
十
二
月
二
十
六
日
）
に
お
い
て
現
に
菓
子
製
造
業
に
従

事
し
て
い
た
者
で
あ
っ
て
、
菓
子
製
造
業
に
従
事
し
た
期
間
が
三
年
を
超
え
て
い
る
も
の 

四 

受
験
手
続 

 

イ 

提
出
書
類 

 
 

 

製
菓
衛
生
師
法
施
行
細
則
（
昭
和
四
十
二
年
埼
玉
県
規
則
第
五
十
四
号
）
第
二
条
に
規
定 

 
 

す
る
受
験
願
書
及
び
書
類 

 

ロ 

受
験
手
数
料 

 
 

 

九
千
六
百
円
を
埼
玉
県
収
入
証
紙
に
よ
り
納
付
す
る
こ
と
。 

 

ハ 

受
付
期
間 

 
 

 

平
成
二
十
三
年
六
月
二
十
七
日
（
月
）
か
ら
七
月
一
日(

金
）
ま
で 

 
 

 

午
前
九
時
三
十
分
か
ら
午
前
十
一
時
三
十
分
ま
で
及
び
午
後
一
時
三
十
分
か
ら
午
後
四
時 

 
 

ま
で 

 
 

 

郵
送
の
場
合
は
、
平
成
二
十
三
年
七
月
一
日
（
金
）
ま
で
の
消
印
の
あ
る
も
の
に
限
る
。 

平
成
二
十
三
年 

 
 

八
月
十
日
（
水
） 

 
 

試 

験 

期 

日 
さ
い
た
ま
市
浦
和
区
仲
町
三
丁
目
五
番
一
号 

埼
玉
県
県
民
健
康
セ
ン
タ
ー 

 

 
 

 
 

 
 

試 
 

験 
 

場 
 

所 

埼
玉
県
告
示
第
四
百
二
十
三
号



 

ニ 

受
付
場
所 

 
 

 

さ
い
た
ま
市
浦
和
区
高
砂
三
丁
目
十
五
番
一
号 

 
 

 

埼
玉
県
保
健
医
療
部
保
健
医
療
政
策
課 

研
修
・
国
際
協
力
・
免
許
担
当 

五 

合
格
発
表 

 

イ 

埼
玉
県
本
庁
舎
一
階
南
側
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
前 

 
 

 

平
成
二
十
三
年
九
月
二
十
一
日
（
水
）
及
び
二
十
二
日
（
木
）
午
前
十
時
か
ら
午
後
五
時 

 
 

ま
で 

 

ロ 

埼
玉
県
保
健
医
療
政
策
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載 

 
 

 

平
成
二
十
三
年
九
月
二
十
一
日
（
水
）
午
前
十
時
か
ら
平
成
二
十
三
年
十
月
二
十
日
（
木
） 

 
 

午
後
五
時
ま
で 



告 
 

示 

  
調
理
師
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
百
四
十
七
号
）
第
三
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
同

項
に
規
定
す
る
試
験
事
務
を
次
の
者
に
行
わ
せ
る
こ
と
と
し
た
の
で
、
調
理
師
法
施
行
令
（
昭
和

三
十
三
年
政
令
第
三
百
三
号
）
第
二
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
三
年
四
月
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

指
定
試
験
機
関
の
名
称 

 
 

社
団
法
人
調
理
技
術
技
能
セ
ン
タ
ー 

二 

指
定
試
験
機
関
の
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
及
び
試
験
事
務
を
取
り
扱
う
事
務
所
の
所
在
地 

 
 

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
掘
留
町
二
丁
目
八
番
五
号 

Ｊ
Ａ
Ｃ
Ｃ
ビ
ル 

三 

行
わ
せ
る
こ
と
と
し
た
試
験
事
務
の
範
囲 

 
 

試
験
の
実
施
に
関
す
る
事
務
の
全
部 

四 

試
験
事
務
を
行
わ
せ
る
こ
と
と
し
た
年
月
日 

 
 

平
成
二
十
三
年
四
月
一
日 

  

埼
玉
県
告
示
第
四
百
二
十
四
号



告 
 

示 

  
地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
第
百
五
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
、
次
の
表
の
上
欄
に
揚
げ
る
手
数
料
の
徴
収
事
務
を
、
同
表
の
中
欄
に
揚
げ
る
者
に
、
同
表
の

下
欄
に
揚
げ
る
期
間
委
託
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
三
年
四
月
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

     

埼
玉
県
手
数
料
条
例
（
平
成
十
二
年
埼
玉 

 

県
条
例
第
九
号
）
別
表
保
健
医
療
部
の
項 

 

第
三
十
七
号
か
ら
第
三
十
九
号
ま
で
、
第 

 

五
十
七
号
、
第
六
十
三
号
か
ら
第
七
十
号 

 

ま
で
、
第
七
十
八
号
か
ら
第
八
十
二
号
ま 

 

で
、
第
八
十
四
号
、
第
八
十
六
号
、
第
八 

 

十
七
号
、
第
九
十
九
号
、
第
百
号
、
第
百 

 

二
十
五
号
、
第
百
三
十
二
号
、
第
百
三
十 

 

四
号
、
第
百
三
十
五
号
、
第
百
四
十
四
号 

 

か
ら
第
百
四
十
七
号
ま
で
、
第
百
六
十
五 

 

号
、
第
百
六
十
七
号
、
及
び
第
百
六
十
八 

 
 

 

号
に
規
定
す
る
手
数
料
並
び
に
埼
玉
県
ふ 

 

ぐ
の
取
り
扱
い
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成 

 

十
四
年
埼
玉
県
条
例
第
七
十
八
号
）
第
二 

 

十
六
条
第
三
号
に
規
定
す
る
手
数
料 

   
 

手
数
料 

 
さ
い
た
ま
市
浦
和
区
常
盤
六
丁
目 

 

四
番
四
号 

 

さ
い
た
ま
市 

 

さ
い
た
ま
市
長 

清
水 

勇
人 

 

川
越
市
元
町
一
丁
目
三
番
地
一 

 

川
越
市 

 

川
越
市
長 

川
合 

善
明 

 

受
託
者
の
住
所
、
名
称
及
び
代
表
者 

 

の
氏
名 

 
 

 

平
成
二
十
三 

 

年
四
月
一
日 

 

か
ら
平
成
二 

 

十
四
年
三
月 

 

三
十
一
日
ま 

 

で 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

委
託
期
間 

埼
玉
県
告
示
第
四
百
二
十
五
号



告 
 

示 

  
大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
届

出
の
概
要
等
に
つ
い
て
、
同
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り

公
告
し
、
及
び
当
該
届
出
等
を
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
三
年
四
月
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

届
出
の
概
要
等 

 

イ 

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地 

 
 

 

Ｐ
Ｃ 

Ｄ
Ｅ
Ｐ
Ｏ
Ｔ
狭
山
本
店 

 
 

 

埼
玉
県
狭
山
市
大
字
下
奥
富
字
坂
上
五
〇
五
―
一
外 

 

ロ 

変
更
の
概
要 

 
 

 

駐
車
場
の
位
置
及
び
収
容
台
数 

 
 

 

（
変
更
前
）
位
置 

図
面
省
略 

収
容
台
数 
一
八
六
台 

 
 

 

（
変
更
後
）
位
置 

図
面
省
略 

収
容
台
数 

一
六
五
台 

 
 

 

駐
車
場
の
自
動
車
の
出
入
口
の
数
及
び
位
置 

 
 

 

（
変
更
前
）
位
置 

図
面
省
略 

出
入
口
の
数 

四
箇
所 

 
 

 

（
変
更
後
）
位
置 

図
面
省
略 

出
入
口
の
数 

三
箇
所 

 

ハ 

変
更
年
月
日 

 
 

 

平
成
二
十
三
年
十
一
月
二
十
四
日 

 

ニ 

届
出
年
月
日 

 
 

 

平
成
二
十
三
年
三
月
二
十
三
日 

二 

縦
覧
期
間 

 
 

平
成
二
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
三
年
八
月
一
日
ま
で 

三 

縦
覧
場
所 

 
 

埼
玉
県
産
業
労
働
部
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
産
業
支
援
課 

 
 

埼
玉
県
西
部
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー 

四 

意
見
書
の
提
出 

 
 

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
大
規
模
小
売
店
舗
の
周
辺 

 

の
地
域
の
生
活
環
境
の
保
持
の
た
め
配
慮
す
べ
き
事
項
に
つ
い
て
意
見
を
有
す
る
者
は
、
県
に 

 

対
し
、
意
見
書
の
提
出
に
よ
り
、
こ
れ
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

イ 

意
見
書
提
出
期
間 

 
 

 

平
成
二
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
三
年
八
月
一
日
ま
で 

 

ロ 

意
見
書
提
出
先 

 
 

 

埼
玉
県
産
業
労
働
部
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
産
業
支
援
課 

埼
玉
県
告
示
第
四
百
二
十
六
号



告 
 

示 

  
大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届

出
の
概
要
等
に
つ
い
て
、
同
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り

公
告
し
、
及
び
当
該
届
出
等
を
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
三
年
四
月
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

届
出
の
概
要
等 

 

イ 

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地 

 
 

 

い
な
げ
や
志
木
柏
町
店 

 
 

 

埼
玉
県
志
木
市
柏
町
一
丁
目
六
番
七
十
二
号 

 

ロ 

変
更
の
概
要 

 
 

 

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地 

 
 

 

（
変
更
前
）
（
仮
称
）
い
な
げ
や
志
木
柏
町
店 

 
 

 
 

 
 

 
 

埼
玉
県
志
木
市
柏
町
一
丁
目
九
百
三
十
番
十
四
号 

 
 

 

（
変
更
後
）
い
な
げ
や
志
木
柏
町
店 

 
 

 
 

 
 

 
 

埼
玉
県
志
木
市
柏
町
一
丁
目
六
番
七
十
二
号 

 

ハ 

変
更
年
月
日 

 
 

 

平
成
二
十
三
年
二
月
十
六
日 

 

ニ 

届
出
年
月
日 

 
 

 

平
成
二
十
三
年
三
月
二
十
三
日 

二 

縦
覧
期
間 

 
 

平
成
二
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
三
年
八
月
一
日
ま
で 

三 

縦
覧
場
所 

 
 

埼
玉
県
産
業
労
働
部
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
産
業
支
援
課 

 
 

埼
玉
県
南
西
部
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー 

四 

意
見
書
の
提
出 

 
 

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
大
規
模
小
売
店
舗
の
周
辺 

 

の
地
域
の
生
活
環
境
の
保
持
の
た
め
配
慮
す
べ
き
事
項
に
つ
い
て
意
見
を
有
す
る
者
は
、
県
に 

 

対
し
、
意
見
書
の
提
出
に
よ
り
、
こ
れ
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

イ 

意
見
書
提
出
期
間 

 
 

 

平
成
二
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
三
年
八
月
一
日
ま
で 

 

ロ 

意
見
書
提
出
先 

 
 

 

埼
玉
県
産
業
労
働
部
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
産
業
支
援
課 

埼
玉
県
告
示
第
四
百
二
十
七
号



告 
 

示 

  
障
害
者
の
雇
用
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
三
十
三

条
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
二
十
三
年
三
月
二
十
八
日
付
け
で
同
法
第
三
十
四
条
に
規
定
す
る
業

務
を
行
う
者
と
し
て
次
の
法
人
を
指
定
し
た
。 

 
 

平
成
二
十
三
年
四
月
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

               

社
会
福
祉
法
人

ヤ
マ
ト
自
立
セ

ン
タ
ー 

社
会
福
祉
法
人

戸
田
わ
か
く
さ

会 

 

名 
 

称 

埼
玉
県
新
座
市
菅
沢

一
丁
目
三
番
一
号 

埼
玉
県
戸
田
市
新
曽

千
三
百
二
十
一
番
地

一 

 

住 
 

 
 

所 

埼
玉
県
新
座
市
菅
沢

一
丁
目
三
番
一
号 

埼
玉
県
戸
田
市
新
曽

千
三
百
二
十
一
番
地

一 事
務
所
の
住
所
地 

埼
玉
県
の
区
域 

埼
玉
県
の
区
域 

 

指
定
に
係
る
地
域 

埼
玉
県
告
示
第
四
百
二
十
八
号



告 
 

示 

  
家
畜
伝
染
病
予
防
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
六
十
六
号
）
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
次
の
と
お
り
患
畜
等
に
つ
い
て
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、同
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
三
年
四
月
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

       

結
核
病 

牛 

伝
染
病
及
び 

家
畜
の
種
類 

疑
似
患
畜 

患 

畜 

及 
び 

疑
似
患
畜
の
区
分 

一
頭 

頭
数
又
は 

群 
 

数 

鶴
ヶ
島
市 

発
生
場
所
又
は 

区 
 

 
 

域 

平
成
二
十
三
年 

三
月
二
十
五
日 

発
生
年
月
日 

隔 

離 

処 

置 

埼
玉
県
告
示
第
四
百
二
十
九
号



告 
 

示 

  
行
政
区
域
の
境
界
に
係
る
道
路
の
管
理
の
方
法
に
つ
い
て
、
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第

百
八
十
号
）
第
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
東
京
都
と
協
議
し
て
次
の
と
お
り
定
め
た
の
で
、

同
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。 

 

そ
の
関
係
図
書
は
、
平
成
二
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
三
十
日
間
、
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路
環

境
課
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
三
年
四
月
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

         

埼
玉
県
告
示
第
四
百
三
十
号



一 
路
線
名
、
位
置
、
種
別
及
び
管
理
者 

           

 

二 

管
理
の
方
法
の
内
容 

 
 

道
路
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
七
年
政
令
第
四
百
七
十
九
号
）
第
五
条
各
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
ほ
か
、
新
設
、
改
築
（
橋
り
ょ
う
の
架
替
え
を
含
む
。
）
並
び 

 

に
区
域
変
更
及
び
供
用
開
始
行
為
（
告
示
行
為
を
含
む
。
）
以
外
の
管
理 

三 

施
行
年
月
日 

 
 

平
成
二
十
三
年
四
月
一
日 

 

東 

京 

朝 

霞 

線 

路 
 

線 
 

名 

新
座
市
新
塚
一
丁
目 

埼 
 

玉 
 

県 

位 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

置 

練
馬
区
大
泉
学
園
町
九
丁
目 

東 
 

京 
 

都 

道 

路 

種 

別 

東 

京 

都 

（
北
側
部
分
） 

埼 

玉 

県 

（
南
側
部
分
） 

管 

理 

者 



告 
 

示 

  
宮
代
町
か
ら
幸
手
都
市
計
画
道
路
の
変
更
に
係
る
図
書
の
写
し
の
送
付
を
受
け
た
の
で
、
都
市

計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
二
十

条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
図
書
の
写
し
を
埼
玉
県
都
市
整
備
部
都
市
計
画
課
に
お
い
て
縦

覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
三
年
四
月
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

       

埼
玉
県
告
示
第
四
百
三
十
一
号



告 
 

示 

  
宮
代
町
か
ら
幸
手
都
市
計
画
東
武
動
物
公
園
駅
西
口
土
地
区
画
整
理
事
業
の
決
定
に
係
る
図
書

の
写
し
の
送
付
を
受
け
た
の
で
、
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
条
第
二

項
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
図
書
の
写
し
を
埼
玉
県
都
市
整
備
部
市
街
地
整
備
課
に
お
い
て
縦
覧
に

供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
三
年
四
月
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

 

埼
玉
県
告
示
第
四
百
三
十
二
号



告 
 

示 

 
 

 
都
市
再
開
発
法
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
三
十
八
号
）
第
三
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

蕨
駅
西
口
地
区
７
番
街
区
第
一
種
市
街
地
再
開
発
事
業
の
事
業
計
画
の
変
更
を
認
可
し
た
の
で
、

次
の
と
お
り
公
告
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
三
年
四
月
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 

一 

組
合
の
名
称 

 
 

蕨
駅
西
口
地
区
７
番
街
区
市
街
地
再
開
発
組
合 

二 

事
業
施
行
期
間 

 
 

組
合
設
立
認
可
公
告
の
日
か
ら
平
成
二
十
三
年
八
月
三
十
一
日 

三 

施
行
地
区 

 
 

埼
玉
県
蕨
市
中
央
一
丁
目
の
一
部
、
大
字
蕨
字
仁
中
歩
の
一
部 

四 

事
務
所
の
所
在
地 

 
 

埼
玉
県
蕨
市
中
央
一
丁
目
五
番
一
号 

五 

施
行
認
可
の
年
月
日 

 
 

平
成
十
九
年
二
月
二
十
日 

六 

変
更
の
内
容 

 
 

事
業
施
行
期
間 

七 

事
業
計
画
の
変
更
の
認
可
の
年
月
日 

 
 

平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日 

       

埼
玉
県
告
示
第
四
百
三
十
三
号



告 
 

示 

 
 

 
都
市
公
園
の
区
域
を
次
の
と
お
り
変
更
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
三
年
四
月
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

名
称 

 
 

権
現
堂
公
園 

二 

位
置 

 
 

久
喜
市
小
右
衛
門
地
内
並
び
に
幸
手
市
大
字
権
現
堂
及
び
大
字
高
須
賀
地
内 

三 

変
更
に
係
る
区
域 

 
 

別
図
の
と
お
り 

四 

変
更
に
係
る
区
域
の
供
用
開
始
の
期
日 

 
 

平
成
二
十
三
年
四
月
一
日 

 

埼
玉
県
告
示
第
四
百
三
十
四
号



 



告 
 

示 

  
埼
玉
県
証
紙
条
例
（
昭
和
三
十
九
年
埼
玉
県
条
例
第
六
十
三
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
、
埼
玉
県
証
紙
指
定
売
り
さ
ば
き
人
を
次
の
と
お
り
指
定
し
た
の
で
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に

よ
り
告
示
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
三
年
四
月
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

埼
玉
県
証
紙
指
定
売
り
さ
ば
き
人
の
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
及
び
名
称
並
び
に
売
り
さ
ば 

き
場
所 

二 

指
定
年
月
日 

 
 

平
成
二
十
三
年
三
月
二
日 

  

東
京
都
豊
島
区
東
池
袋 

三
丁
目
一
番
一
号 

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地 

株
式
会
社
フ
ァ
ミ

リ
ー
マ
ー
ト 

名
称 

 

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
浦
和
区
高
砂

三
丁
目
十
五
番
一
号
（
埼
玉
県
庁
第

二
庁
舎
地
下
一
階
・
本
庁
舎
地
下
一

階
） 

 

売
り
さ
ば
き
場
所 

  

埼
玉
県
告
示
第
四
百
三
十
五
号



告 
 

示 

  
埼
玉
県
証
紙
条
例
（
昭
和
三
十
九
年
埼
玉
県
条
例
第
六
十
三
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
、
埼
玉
県
証
紙
指
定
売
り
さ
ば
き
人
を
次
の
と
お
り
指
定
し
た
の
で
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に

よ
り
告
示
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
三
年
四
月
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

埼
玉
県
証
紙
指
定
売
り
さ
ば
き
人
の
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
及
び
名
称 

 
 

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
浦
和
区
東
高
砂
町
六
番
十
五
号 

 
 

埼
玉
宅
建
協
同
組
合 

二 

指
定
年
月
日 

 
 

平
成
二
十
三
年
四
月
一
日 

埼
玉
県
告
示
第
四
百
三
十
六
号



告 
 

示 

  
埼
玉
県
証
紙
条
例
（
昭
和
三
十
九
年
埼
玉
県
条
例
第
六
十
三
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
、
埼
玉
県
証
紙
指
定
売
り
さ
ば
き
人
を
次
の
と
お
り
指
定
し
た
の
で
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に

よ
り
告
示
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
三
年
四
月
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

埼
玉
県
証
紙
指
定
売
り
さ
ば
き
人
の
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
及
び
名
称
並
び
に
売
り
さ
ば 

き
場
所 

二 

指
定
年
月
日 

 
 

平
成
二
十
三
年
三
月
二
十
二
日 

  

東
京
都
渋
谷
区
渋
谷
三
丁
目

二
十
五
番
十
八
号 

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地 

ト
ラ
ン
ス
・
コ
ス

モ
ス
株
式
会
社 

名
称 

 
埼
玉
県
川
口
市
西
青
木
二
丁
目
十
三

番
一
号 
埼
玉
県
川
口
県
税
事
務
所

内 

 

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
浦
和
区
北
浦
和

五
丁
目
六
番
五
号 

埼
玉
県
浦
和
県

税
事
務
所
内 

売
り
さ
ば
き
場
所 

  

埼
玉
県
告
示
第
四
百
三
十
七
号



 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

告 
 

示 
 

埼
玉
県
川
越
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
二
十
号 

 

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
道
路
の

区
域
を
次
の
よ
う
に
変
更
す
る
。 

 

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路
環
境

課
及
び
埼
玉
県
川
越
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
三
年
四
月
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  

 

埼
玉
県
川
越
県
土
整
備
事
務
所
長 

小 

島 

一 

男 
 

 
 

一 

道
路
の
種
類  

県
道 

二 

路

線

名  

笠
幡
狭
山
線 

三 

道
路
の
区
域 

 

                      



 

新 旧 

旧
新
別 

七
一
四
番
一
地
先 

   

狭
山
市
大
字
柏
原
字
上
の
原 

区 
 

 
 

間 

 

一
四
・
六
一
～ 

 
 

 

二
九
・
〇
〇 

  

一
四
・
六
一
～ 

 
 

 

二
五
・
〇
〇 

敷
地
の
幅
員 

（
メ
ー
ト
ル
） 

    

二
〇
・
五
〇 

延 
 

長 

（
メ
ー
ト
ル
） 

 

基
づ
く
承
認
工
事 

  

道
路
法
第
二
四
条
に 

備  

 

 

考  



 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

告 
 

示 
 

埼
玉
県
川
越
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
二
十
一
号 

 

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ

う
に
道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
。 

 

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路
環
境

課
及
び
埼
玉
県
川
越
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
三
年
四
月
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  

 

埼
玉
県
川
越
県
土
整
備
事
務
所
長 

小 

島 

一 

男 
 

 
 

                         



    

   

笠
幡
狭
山
線 

  

路 

線 

名 

 

狭
山
市
大
字
柏
原
字
上
の
原 

七
一
四
番
一
地
先 

 

供
用
開
始
の
区
間 

平
成
二
十
三
年 

 
 

 
 

四
月
一
日 

供
用
開
始
の
期
日 

 

延
長 

二
〇
・
五
〇 

メ
ー
ト
ル 

 

備  

 

考  



 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

告 
 

示 
 

埼
玉
県
飯
能
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
九
号 

 

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
道
路
の

区
域
を
次
の
よ
う
に
変
更
す
る
。 

 

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路
環
境

課
及
び
埼
玉
県
飯
能
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
三
年
四
月
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  

 

埼
玉
県
飯
能
県
土
整
備
事
務
所
長 

西 

成 

秀 

幸 
 

 
 

一 

道
路
の
種
類  

県
道 

二 

路

線

名  

笠
幡
狭
山
線 

三 

道
路
の
区
域 

 

                      



 

新 旧 

旧
新
別 

狭
山
市
大
字
柏
原
字
上
の
原 

七
一
四
番
一
地
先
ま
で 

 

日
高
市
大
字
大
谷
沢
字
前
原 

五
八
四
番
一
地
先
か
ら 

区 
 

 
 

間 

 

一
三
・
五
〇
～ 

 
 

 

二
二
・
〇
〇 

  

一
三
・
五
〇
～ 

 
 

 

一
九
・
〇
〇 

敷
地
の
幅
員 

（
メ
ー
ト
ル
） 

    

二
〇
・
〇
〇 

延 
 

長 

（
メ
ー
ト
ル
） 

 

基
づ
く
承
認
工
事 

  

道
路
法
第
二
四
条
に 

備  

 

 

考  



 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

告 
 

示 
 

埼
玉
県
飯
能
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
十
号 

 

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ

う
に
道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
。 

 

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路
環
境

課
及
び
埼
玉
県
飯
能
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
三
年
四
月
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  

 

埼
玉
県
飯
能
県
土
整
備
事
務
所
長 

西 

成 

秀 

幸 
 

 
 

                         



    

   

笠
幡
狭
山
線 

  

路 

線 

名 

日
高
市
大
字
大
谷
沢
字
前
原 

五
八
四
番
一
地
先
か
ら 

狭
山
市
大
字
柏
原
字
上
の
原 

七
一
四
番
一
地
先
ま
で 

 

供
用
開
始
の
区
間 

平
成
二
十
三
年 

 
 

 
 

四
月
一
日 

供
用
開
始
の
期
日 

 

延
長 

二
〇
・
〇
〇 

メ
ー
ト
ル 

 

備  

 

考  



 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

告 
 

示 
 

埼
玉
県
飯
能
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
十
一
号 

 

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
道
路
の

区
域
を
次
の
よ
う
に
変
更
す
る
。 

 

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路
環
境

課
及
び
埼
玉
県
飯
能
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
三
年
四
月
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  

 

埼
玉
県
飯
能
県
土
整
備
事
務
所
長 

西 

成 

秀 

幸 
 

 
 

一 

道
路
の
種
類  

県
道 

二 

路

線

名  

川
越
日
高
線 

三 

道
路
の
区
域 

 

                      



 

新 旧 

旧
新
別 

日
高
市
大
字
久
保
字
叺
岩 

一
〇
五
番
三
地
先
ま
で 

 

日
高
市
大
字
久
保
字
亀
竹 

二
八
番
一
地
先
か
ら 

区 
 

 
 

間 

 

一
〇
・
七
六
～ 

 
 

 

一
五
・
四
五 

  

一
〇
・
七
六
～ 

 
 

 

一
五
・
四
五 

敷
地
の
幅
員 

（
メ
ー
ト
ル
） 

    

六
七
・
六
〇 

延 
 

長 

（
メ
ー
ト
ル
） 

 

路
改
良
工
）に
よ
る 

  

道
路
改
築
工
事
（
道 

備  

 

 

考  



 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

告 
 

示 
 

埼
玉
県
飯
能
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
十
二
号 

 

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ

う
に
道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
。 

 

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路
環
境

課
及
び
埼
玉
県
飯
能
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
三
年
四
月
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  

 

埼
玉
県
飯
能
県
土
整
備
事
務
所
長 

西 

成 

秀 

幸 
 

 
 

                         



    

  

二
百
九
十
九
号 

  

路 

線 

名 

日
高
市
大
字
久
保
字
篠
原 

八
〇
番
一
地
先
か
ら 

日
高
市
大
字
久
保
字
杉
窪 

一
七
三
番
一
地
先
ま
で 

 

供
用
開
始
の
区
間 

平
成
二
十
三
年 

 
 

 
 

四
月
一
日 

供
用
開
始
の
期
日 

 

延
長 

二
六
〇
・
三
〇 

メ
ー
ト
ル 

 

備  

 

考  



 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

告 
 

示 
 

埼
玉
県
飯
能
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
十
三
号 

 

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
道
路
の

区
域
を
次
の
よ
う
に
変
更
す
る
。 

 

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路
環
境

課
及
び
埼
玉
県
飯
能
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
三
年
四
月
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  

 

埼
玉
県
飯
能
県
土
整
備
事
務
所
長 

西 

成 

秀 

幸 
 

 
 

一 

道
路
の
種
類  

県
道 

二 

路

線

名  

片
柳
川
越
線 

三 

道
路
の
区
域 

 

                      



 

新 旧 

旧
新
別 

坂
戸
市
大
字
塚
越
字
谷
治
川 

七
七
七
番
八
地
先
ま
で 

 

坂
戸
市
大
字
石
井
字
宿
内 

一
九
〇
〇
番
一
地
先
か
ら 

区 
 

 
 

間 

 

一
〇
・
五
〇
～ 

 
 

 

一
一
・
五
〇 

  

八
・
一
二
～ 

 
 

 

一
〇
・
三
三 

敷
地
の
幅
員 

（
メ
ー
ト
ル
） 

    

二
四
・
六
〇 

延 
 

長 

（
メ
ー
ト
ル
） 

  

備  

 

 

考  



 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

告 
 

示 
 

埼
玉
県
飯
能
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
十
四
号 

 

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ

う
に
道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
。 

 

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路
環
境

課
及
び
埼
玉
県
飯
能
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
三
年
四
月
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  

 

埼
玉
県
飯
能
県
土
整
備
事
務
所
長 

西 

成 

秀 

幸 
 

 
 

                         



    

   

片
柳
川
越
線 

  

路 

線 

名 

坂
戸
市
大
字
石
井
字
宿
内 

一
九
〇
〇
番
一
地
先
か
ら 

坂
戸
市
大
字
塚
越
字
谷
治
川 

七
七
七
番
八
地
先
ま
で 

 

供
用
開
始
の
区
間 

平
成
二
十
三
年 

 
 

 
 

四
月
一
日 

供
用
開
始
の
期
日 

 

延
長 

二
四
・
六
〇 

メ
ー
ト
ル 

 

備  

 

考  



 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

告 
 

示 
 

埼
玉
県
飯
能
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
十
五
号 

 

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
道
路
の

区
域
を
次
の
よ
う
に
変
更
す
る
。 

 

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路
環
境

課
及
び
埼
玉
県
飯
能
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

  
 

平
成
二
十
三
年
四
月
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  

埼
玉
県
飯
能
県
土
整
備
事
務
所
長 

 

西 

成 

秀 

幸 
 

 
 

一 

道
路
の
種
類  

県
道 

二 

路

線

名  

二
本
木
飯
能
線 

三 

道
路
の
区
域 

 

                      



 

新 旧 

旧
新
別 

同
市
大
字
寺
竹
字
前
真
土 

六
五
七
番
三
地
先
ま
で 

  

入
間
市
大
字
寺
竹
字
北
内
野 

五
八
二
番
一
地
先
か
ら 

区 
 

 
 

間 

 

一
二
・
九
〇
～ 

 
 

一
三
・
○
○ 

  

一
○
・
六
〇
～ 

 
 

一
一
・
七
○ 

敷
地
の
幅
員 

（
メ
ー
ト
ル
） 

    
二
○
・
五
〇 

延 
 

長 

（
メ
ー
ト
ル
） 

      

歩
道
設
置
工
事 

備  

 

考  



 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

告 
 

示 
 

埼
玉
県
飯
能
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
十
六
号 

 

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ

う
に
道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
。 

 

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路
環
境

課
及
び
埼
玉
県
飯
能
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

  
 

平
成
二
十
三
年
四
月
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  

 

埼
玉
県
飯
能
県
土
整
備
事
務
所
長 

西 

成 

秀 

幸 
 

 
 

                         



    

   

二
本
木
飯
能
線 

  

路 

線 

名 

 

入
間
市
大
字
寺
竹
字
北
内
野 

 

五
八
二
番
一
地
先
か
ら 

 

同
市
大
字
寺
竹
字
前
真
土 

 

六
五
七
番
三
地
先
ま
で 

 

供
用
開
始
の
区
間 

 

平
成
二
十
三
年

四
月
一
日 

供
用
開
始
の
期
日 

延
長 

二
〇
・
五
〇 

メ
ー
ト
ル 

 

備  

 

考  



告 
 

示 
 

埼
玉
県
東
松
山
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
十
七
号 

 

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
道
路
の

区
域
を
次
の
よ
う
に
変
更
す
る
。 

 

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路
環
境

課
及
び
埼
玉
県
東
松
山
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
三
年
四
月
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  

埼
玉
県
東
松
山
県
土
整
備
事
務
所
長 

水 

村 

正 

和 
 

 
 

一 

道
路
の
種
類 

県
道   

二 

路

線

名  

東
松
山
鴻
巣
線 

三 

道
路
の
区
域 

 

 



 

新
Ｃ 

旧
Ｂ 

新
Ａ 

旧
Ａ 

旧 

新 

別 

東
松
山
市
新
宿
町
一
七
番
三
地
先
か
ら

比
企
郡
吉
見
町
大
字
西
吉
見
一
二
五
番

地
先
ま
で 

東
松
山
市
五
領
町
一
六
番
九
地
先
か
ら

東
松
山
市
松
本
町
二
丁
目
六
七
八
番
二

地
先
ま
で 

東
松
山
市
松
本
町
二
丁
目
六
七
六
番
二

地
先
か
ら
比
企
郡
吉
見
町
大
字
久
米
田

字
二
の
耕
地
三
六
五
番
一
地
先
ま
で 

区 
 
 
 

間 

 

二
三
・
五
〇 

 
 
 
 
 

～ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

五
二
・
〇
〇 

  

一
八
・
二
三 

 
 
 
 
 

～ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

三
〇
・
〇
〇 

  

八
・
六
〇
～
五
一
・
〇
〇 

  

八
・
六
〇
～
二
六
・
〇
〇 

 
 
 
 
 

～ 
 
 
 
 
 

敷
地
の
幅
員 

（
メ
ー
ト
ル
） 

一
、
五
九
九
・
〇
〇 

一
、
二
〇
四
・
〇
〇 

 

二
、
七
五
一
・
〇
〇 

 

延 
 

長 

（
メ
ー
ト
ル
） 

社
会
資
本
整
備
総
合
交
付

金
整
備
工
事
。
な
お
、
一

部
区
間
を
県
道
東
松
山
桶

川
線
と
重
用
。 

旧
Ｂ
は
一
般
国
道
四
百
七

号
と
し
て
管
理
す
る
。 

備  

 

 

考  



 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

告 
 

示 
 

埼
玉
県
東
松
山
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
十
八
号 

 

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ

う
に
道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
。 

 

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路
環
境

課
及
び
埼
玉
県
東
松
山
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

  
 

平
成
二
十
三
年
四
月
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

埼
玉
県
東
松
山
県
土
整
備
事
務
所
長 

水 

村 

正 

和 



 

四
百
七
号 

路 
 

線 
 

名 

東
松
山
市
大
字
正
代
字
駒
形
一
一
二
五

番
一
地
先
か
ら
東
松
山
市
大
字
宮
鼻
字

代
正
寺
五
四
番
四
地
先
ま
で 

供
用
開
始
の
区
間 

平
成
二
十
三
年
四
月
一
日 

供
用
開
始
の
期
日 

平
成
二
十
二
年
三
月
十
六
日
埼
玉

県
東
松
山
県
土
整
備
事
務
所
長
告

示
第
十
六
号
で
告
示
し
た
道
路
予

定
区
域
の
供
用
開
始
で
あ
る
。
延
長 

二
六
・
八
〇
メ
ー
ト
ル 

備  

 

考  



告 
 

示 
 

埼
玉
県
行
田
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
十
二
号 

 

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
道
路
の

区
域
を
次
の
よ
う
に
変
更
す
る
。 

 

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路
環
境

課
及
び
埼
玉
県
行
田
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

  
 

平
成
二
十
三
年
四
月
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  

 

埼
玉
県
行
田
県
土
整
備
事
務
所
長 

吉 

田 
 

 

学 
 

 
 

一 

道
路
の
種
類  

一
般
国
道 

二 

路

線

名  

百
二
十
二
号 

三 

道
路
の
区
域 



 

新 旧 

旧 

新 

別 

加
須
市
芋
茎
字
狭
間
一
一
九
八
番

一
地
先
か
ら 

久
喜
市
菖
蒲
町
菖
蒲
字
四
丁
免
二

〇
三
九
番
一
地
先
ま
で 

加
須
市
芋
茎
字
狭
間
一
一
九
六
番

八
地
先
か
ら 

同
市
芋
茎
字
東
原
一
四
七
六
番
四

地
先
ま
で 区 

 
 
 

間 

 

二
五
・
〇
四
～ 

 
 
 
 

四
七
・
〇
〇 

 
 

一
〇
・
六
五
～ 

 
 
 
 

一
五
・
五
一 

敷
地
の
幅
員 

（
メ
ー
ト
ル
） 

六
九
八
・
〇
〇 

九
四
五
・
五
〇 

延 
 

長 

（
メ
ー
ト
ル
） 

旧
区
間
の
除
外
で
あ
る
（
同

除
外
区
間
は
県
道
加
須
菖

蒲
線
と
し
て
引
続
き
管
理

す
る
） 備  

 

 

考  



 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

告 
 

示 
 

埼
玉
県
越
谷
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
十
五
号 

 

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
道
路
の

区
域
を
次
の
よ
う
に
変
更
す
る
。 

 

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路
環
境

課
及
び
埼
玉
県
越
谷
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

平
成
二
十
三
年
四
月
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  

 

埼
玉
県
越
谷
県
土
整
備
事
務
所
長 

南 

沢 

郁
一
郎 

一 

道
路
の
種
類 

県
道   

二 

路

線

名  

松
戸
三
郷
線 

三 

道
路
の
区
域



 
 

新 旧 

旧 

新 

別 

三
郷
市
鷹
野
四
丁
目
四
四
七
番
地
先
か
ら

同
市
鷹
野
五
丁
目
二
五
七
番
一
地
先
ま
で 

三
郷
市
鷹
野
四
丁
目
四
四
七
番
地
先
か
ら

同
市
鷹
野
五
丁
目
二
四
二
番
地
先
ま
で 

区 
 
 
 

間 

 

二
一
・
九
〇
～
二
四
・
四
七 

 

二
一
・
五
〇
～
二
四
・
四
七 

敷
地
の
幅
員 

（
メ
ー
ト
ル
） 

 

一
八
七
・
〇
〇 

 

三
三
四
・
〇
〇 

延 
 

長 

（
メ
ー
ト
ル
） 

 

旧
の
一
部
区
間
は
三
郷

市
道
へ
移
管 

  

備 

 

 

考 



 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

告 
 

示 
 

埼
玉
県
越
谷
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
十
六
号 

 

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
道
路
の

区
域
を
次
の
よ
う
に
変
更
す
る
。 

 

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路
環
境

課
及
び
埼
玉
県
越
谷
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

平
成
二
十
三
年
四
月
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  

 

埼
玉
県
越
谷
県
土
整
備
事
務
所
長 

南 

沢 

郁
一
郎 

 
 

 

一 

道
路
の
種
類 

県
道   

二 

路

線

名  

松
戸
草
加
線 

三 

道
路
の
区
域



 
 

旧
Ｂ 

新
Ｂ 

旧
Ａ 

旧 

新 

別 

三
郷
市
鷹
野
五
丁
目
三
五
二
番
地
先
か
ら
同

市
戸
ヶ
崎
字
関
戸
二
一
三
三
番
四
地
先
ま
で 

三
郷
市
鷹
野
五
丁
目
三
五
二
番
地
先
か
ら
同
市

戸
ヶ
崎
字
関
戸
二
一
三
三
番
四
地
先
ま
で 

 

区 
 
 
 

間 

 

七
・
一
〇
～
一
〇
一
・
〇
〇 

 

 八
・
四
五
～
一
九
・
三
〇 

敷
地
の
幅
員 

（
メ
ー
ト
ル
） 

 

二
七
八
四
・
八
〇 

 一
八
八
一
・
〇
〇 

延 
 

長 

（
メ
ー
ト
ル
） 

 

旧
Ａ
は
三
郷
市
道
へ
移
管 

   

備 

 

 

考 



 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

告 
 

示 
 

埼
玉
県
越
谷
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
十
七
号 

 

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
道
路
の

区
域
を
次
の
よ
う
に
変
更
す
る
。 

 

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路
環
境

課
及
び
埼
玉
県
越
谷
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
三
年
四
月
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  

 

埼
玉
県
越
谷
県
土
整
備
事
務
所
長 

南 

沢 

郁
一
郎 

 
 

 

一 

道
路
の
種
類 

県
道   

二 

路

線

名  

松
戸
草
加
線 

三 

道
路
の
区
域



    

旧
Ｂ 

 

新
Ｂ 

旧
Ａ 

旧 

新 

別 

八
潮
市
大
字
西
袋
二
七
九
番
一
地
先
か
ら
草
加

市
瀬
崎
町
一
五
四
番
地
先
ま
で 

 

八
潮
市
大
字
西
袋
二
七
九
番
一
地
先
か
ら
草
加

市
瀬
崎
町
四
九
七
番
二
地
先
ま
で 

 

区 
 
 

間 

二
二
・
〇
〇
～
五
二
・
〇
〇 

七
・
一
〇
～
二
〇
・
〇
〇 

敷
地
の
幅
員 

（
メ
ー
ト
ル
） 

 

八
八
一
・
〇
〇 

 

一
三
二
六
・
〇
〇 

延 
 

長 

（
メ
ー
ト
ル
） 

旧
Ａ
は
草
加
市
道
及
び
八
潮
市

道
へ
移
管 備 

 
 

考 



 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

告 
 

示 
 

埼
玉
県
杉
戸
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
十
二
号 

 

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ

う
に
道
路
の
区
域
を
変
更
す
る
。 

 

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路
環
境

課
及
び
埼
玉
県
杉
戸
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

 

平
成
二
十
三
年
四
月
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 

埼
玉
県
杉
戸
県
土
整
備
事
務
所
長 

関 

口 
 

男 
 

一 

道
路
の
種
類 

一
般
国
道 

二 

路 

線 

名 

百
二
十
二
号 

三 

道
路
の
区
域 

 



 
 

 

 

  

新 

 

  

旧 

旧 
新 

別 

久
喜
市
菖
蒲
町
字
四
丁
免
二
〇
三
九
番
一
地

先
か
ら 

同
市
菖
蒲
町
台
字
南
三
五
四
番
一
地
先
ま
で 

久
喜
市
菖
蒲
町
菖
蒲
字
西
堀
一
三
〇
〇
番
二

地
先
か
ら 

同
市
菖
蒲
町
台
字
南
三
五
四
番
一
地
先
ま
で 

区 
 
 
 
 
 

間 

 

二
四
・
八
三
～ 

五
八
・
七
八 

 
 

七
・
七
五
～ 

二
六
・
六
〇 

敷
地
の
幅
員 

 

（
メ
ー
ト
ル
） 

 

  

五
三
一
五
・
〇
〇 

  

四
六
四
六
・
〇
〇 

    

五
六
・
九
六 

五
六
・
九
六 

延 
 

長 

（
メ
ー
ト
ル
） 

 

旧
道
の
一
部
は
県
道
さ
い
た
ま
菖
蒲
線
及
び
県

道
加
須
菖
蒲
線
と
し
て
存
置
し
、
残
区
間
を
告

示
日
付
け
で
久
喜
市
道
と
し
て
引
き
継
ぐ
。 

備 
 
 
 
 
 

考 



 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

告 
 

示 
 

埼
玉
県
杉
戸
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
十
三
号 

 

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ

う
に
道
路
の
区
域
を
変
更
す
る
。 

 

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路
環
境

課
及
び
埼
玉
県
杉
戸
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

 

平
成
二
十
三
年
四
月
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 

埼
玉
県
杉
戸
県
土
整
備
事
務
所
長 

関 

口 
 

男 
 

 

一 

道
路
の
種
類 

県
道 

二 

路 

線 

名 

春
日
部
菖
蒲
線 

三 

道
路
の
区
域 

 



 
 

 

 

新
Ｂ 

埼
玉
県
久
喜
市
上
早
見
字
新
田
五
六
五
番
三
地
先
か
ら
同
県
同
市
上
町
七
二
〇
番
五
地
先
ま
で 

一
六
・
〇
〇
～ 

 
 
 

三
一
・
七
〇 

  

九
二
〇
・
〇
〇 

  

新 

 

 

旧 

旧 
新 
別 

久
喜
市
菖
蒲
町
台
字
南
七
〇
九
番
一
地
先

か
ら
同
市
菖
蒲
町
台
字
南
七
一
〇
番
一
地

先
ま
で 

久
喜
市
菖
蒲
町
台
字
南
七
〇
九
番
一
地
先

か
ら
同
市
菖
蒲
町
台
字
南
七
九
〇
番
一
地

先
ま
で 

区 
 
 
 
 
 

間 

一
六
・
〇
八
～ 

 
 

一
六
・
六
〇 

 

九
・
〇
〇
～ 

 
 

一
五
・
四
〇 

敷
地
の
幅
員 

 

（
メ
ー
ト
ル
） 

 

  
 

 

四
〇
・
〇
〇 

  
 

四
五
二
・
〇
〇 

    

五
六
・
九
六 

五
六
・
九
六 

延 
 

長 

（
メ
ー
ト
ル
） 

 

路
線
の
短
縮
で
あ
る
。
（
国
道
百
二
十
二
号
引
き
継

ぎ
に
伴
う
区
域
の
変
更
で
あ
る
。
新
終
点
は
国
道
百

二
十
二
号
バ
イ
パ
ス
交
点
） 

旧
区
間
は
告
示
日
付
け
で
久
喜
市
道
と
し
て
引
き

継
ぐ
。 

（
引
継
区
間
延
長
三
五
九
・
〇
〇
メ
ー
ト
ル
） 

備 
 
 
 
 
 

考 



 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

告 
 

示 
 

埼
玉
県
杉
戸
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
十
四
号 

 

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ

う
に
道
路
の
区
域
を
変
更
す
る
。 

 

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路
環
境

課
及
び
埼
玉
県
杉
戸
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

 

平
成
二
十
三
年
四
月
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 

埼
玉
県
杉
戸
県
土
整
備
事
務
所
長 

関 

口 
 

男 
 

 

一 

道
路
の
種
類 

県
道 

二 

路 

線 

名 

春
日
部
久
喜
線 

三 

道
路
の
区
域 

 



 
 

 

 

新
Ｂ 

埼
玉
県
久
喜
市
上
早
見
字
新
田
五
六
五
番
三
地
先
か
ら
同
県
同
市
上
町
七
二
〇
番
五
地
先
ま
で 

一
六
・
〇
〇
～ 

 
 
 

三
一
・
七
〇 

  

九
二
〇
・
〇
〇 

  

新 

 

 

旧 

旧 
新 
別 

久
喜
市
久
喜
東
五
丁
目
五
九
三
番
五
地
先

か
ら
同
市
南
二
丁
目
八
八
番
一
一
地
先
ま

で 久
喜
市
久
喜
東
五
丁
目
五
九
二
番
地
一
地

先
か
ら
同
市
久
喜
東
六
丁
目
四
八
番
地
二

地
先
ま
で 

区 
 
 
 
 
 

間 

一
五
・
三
〇
～ 

 
 

三
五
・
二
〇 

二
一
・
六
五
～ 

 
 

三
五
・
八
五 

敷
地
の
幅
員 

 

（
メ
ー
ト
ル
） 

 

  
 

三
一
〇
・
二
〇 

  
 

二
二
一
・
〇
〇 

    

五
六
・
九
六 

五
六
・
九
六 

延 
 

長 

（
メ
ー
ト
ル
） 

 

旧
区
間
の
跨
線
橋
側
道
は
告
示
日
付
け
で
久
喜
市

道
と
し
て
引
き
継
ぐ
。 

 

備 
 
 
 
 
 

考 



 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

告 
 

示 
 

埼
玉
県
杉
戸
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
十
五
号 

 

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ

う
に
道
路
の
区
域
を
変
更
す
る
。 

 

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路
環
境

課
及
び
埼
玉
県
杉
戸
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

 

平
成
二
十
三
年
四
月
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 

埼
玉
県
杉
戸
県
土
整
備
事
務
所
長 

関 

口 
 

男 
 

一 

道
路
の
種
類 

県
道 

二 

路 

線 

名 

六
万
部
久
喜
停
車
場
線 

三 

道
路
の
区
域 

 



 
 

 

 

 

旧
新
Ｂ 

 

 

旧
Ａ 

旧 
新 

別 

久
喜
市
上
早
見
字
新
田
五
六
五
番
三
地
先

か
ら 

同
市
上
町
七
二
〇
番
五
地
先
ま
で 

久
喜
市
下
清
久
字
屋
敷
前
三
三
一
番
三
地

先
か
ら 

同
市
上
町
九
七
番
二
地
先
ま
で 

区 
 
 
 
 
 

間 

一
六
・
〇
〇
～ 

三
一
・
七
〇 

 

七
・
三
〇
～ 

一
一
・
〇
九 

敷
地
の
幅
員 

 

（
メ
ー
ト
ル
） 

 

  

九
一
三
・
九
〇 

  

七
二
〇
・
〇
〇 

    

五
六
・
九
六 

五
六
・
九
六 

延 
 

長 

（
メ
ー
ト
ル
） 

 

バ
イ
パ
ス
供
用
開
始
に
伴
う
道
路
区
域
の
変
更

で
あ
る
。 

旧
Ａ
は
告
示
日
付
け
で
久
喜
市
道
と
し
て
引
き

継
ぐ
。 

備 
 
 
 
 
 

考 



 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

告 
 

示 
 

埼
玉
県
杉
戸
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
十
六
号 

 

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ

う
に
道
路
の
区
域
を
変
更
す
る
。 

 

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路
環
境

課
及
び
埼
玉
県
杉
戸
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

 

平
成
二
十
三
年
四
月
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 

埼
玉
県
杉
戸
県
土
整
備
事
務
所
長 

関 

口 
 

男 
 

一 

道
路
の
種
類 

県
道 

二 

路 

線 

名 

加
須
幸
手
線 

三 

道
路
の
区
域 

 



 
 

 

 

新
Ｂ 

埼
玉
県
久
喜
市
上
早
見
字
新
田
五
六
五
番
三
地
先
か
ら
同
県
同
市
上
町
七
二
〇
番
五
地
先
ま
で 

一
六
・
〇
〇
～ 

 
 
 

三
一
・
七
〇 

  

九
二
〇
・
〇
〇 

 

旧
新
Ｂ 

 

 

旧
Ａ 

旧 
新 

別 

久
喜
市
東
大
輪
字
浅
間
下
二
〇
八
九
番
二
地

先
か
ら 

幸
手
市
大
字
内
国
府
間
字
新
田
裏
七
三
四
番

四
地
先
ま
で 

久
喜
市
東
大
輪
字
浅
間
下
二
〇
七
九
番
四
地

先
か
ら 

幸
手
市
北
二
丁
目
二
八
五
八
番
二
地
先
ま
で 

区 
 
 
 
 
 

間 

 

一
七
・
〇
五
～ 

六
六
・
四
〇 

  

六
・
八
〇
～ 

二
〇
・
〇
〇 

敷
地
の
幅
員 

 

（
メ
ー
ト
ル
） 

 

  

五
二
四
五
・
〇
〇 

  

五
三
〇
〇
・
〇
〇 

    

五
六
・
九
六 

五
六
・
九
六 

延 
 

長 

（
メ
ー
ト
ル
） 

 

バ
イ
パ
ス
供
用
開
始
に
伴
う
道
路
区
域
の
変
更

で
あ
る
。 

旧
Ａ
は
告
示
日
付
け
で
久
喜
市
道
及
び
幸
手
市

道
と
し
て
引
き
継
ぐ
。 

備 
 
 
 
 
 

考 



 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

告 
 

示 
 

埼
玉
県
杉
戸
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
十
七
号 

 

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ

う
に
道
路
の
区
域
を
変
更
す
る
。 

 

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路
環
境

課
及
び
埼
玉
県
杉
戸
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

 

平
成
二
十
三
年
四
月
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 

埼
玉
県
杉
戸
県
土
整
備
事
務
所
長 

関 

口 
 

男 
 

 
 

一 

道
路
の
種
類 

県
道 

二 

路 

線 

名 

阿
佐
間
幸
手
線 

三 

道
路
の
区
域 

 



 
 

 

 

 

  

新 

 

  

旧 

旧 
新 

別 

幸
手
市
大
字
松
石
字
西
一
一
番
一
地
先
か
ら 

同
市
大
字
松
石
字
東
二
五
五
番
二
地
先
ま
で 

幸
手
市
大
字
松
石
字
西
一
一
番
一
地
先
か
ら 

同
市
大
字
千
塚
字
太
子
二
四
二
番
三
地
先
ま

で 
区 

 
 
 
 
 

間 

 

一
三
・
四
〇
～ 

一
八
・
七
八 

 
 

八
・
九
一
～ 

一
八
・
七
八 

敷
地
の
幅
員 

 

（
メ
ー
ト
ル
） 

 

  

一
一
七
・
〇
〇 

  

九
〇
二
・
〇
〇 

    

五
六
・
九
六 

五
六
・
九
六 

延 
 

長 

（
メ
ー
ト
ル
） 

 

路
線
の
短
縮
で
あ
る
。
（
加
須
幸
手
バ
イ
パ
ス

供
用
開
始
に
伴
う
区
域
の
変
更
で
あ
る
。
新
終

点
は
加
須
幸
手
バ
イ
パ
ス
交
点
） 

旧
区
間
は
告
示
日
付
け
で
幸
手
市
道
と
し
て
引

き
継
ぐ
。(

引
継
区
間
延
長
七
五
〇
・
〇
〇
メ
ー

ト
ル
） 

備 
 
 
 
 
 

考 



 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

告 
 

示 
 

埼
玉
県
杉
戸
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
十
八
号 

 

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ

う
に
道
路
の
区
域
を
変
更
す
る
。 

 

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路
環
境

課
及
び
埼
玉
県
杉
戸
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
三
年
四
月
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 

埼
玉
県
杉
戸
県
土
整
備
事
務
所
長 

関 

口 
 

男 

一 

道
路
の
種
類 

県
道 

二 

路 

線 

名 

姫
宮
停
車
場
線 

三 

道
路
の
区
域 

 



  

新 旧 

旧 

新 

別 

 

南
埼
玉
郡
宮
代
町
川
端
四
丁
目
四
○
七
番

三
地
先
か
ら
同
郡
同
町
川
端
四
丁
目
四
一

一
番
二
地
先
ま
で 

区 
 
 
 
 
 

間 

一
一
・
七
〇
～ 

 
 
 

一
二
・
九
三 

八
・
五
九
～ 

 
 
 
 

九
・
五
六 

敷
地
の
幅
員 

 

（
メ
ー
ト
ル
） 

 
 

七
九
・
二
〇 

    

五
六
・
九
六 

五
六
・
九
六 

延 
 

長 

（
メ
ー
ト
ル
） 

歩
道
整
備
事
業
に
よ
る
。 

備 
 
 
 
 
 

考 



 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

告 
 

示 
 

埼
玉
県
杉
戸
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
十
九
号 

 

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
道
路
の

区
域
を
次
の
よ
う
に
変
更
す
る
。 

 

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路
環
境

課
及
び
埼
玉
県
杉
戸
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

平
成
二
十
三
年
四
月
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

埼
玉
県
杉
戸
県
土
整
備
事
務
所
長 

関 

口 

 

男 
 

 

一 

道

路

の

種

類  

県
道 

二 

路

線

名  

春
日
部
菖
蒲
線 

三 

道

路

の

区

域 



  
新  旧 

 

旧 

新 

別 

南
埼
玉
郡
白
岡
町
大
字
岡
泉
字
神
台
一
一
一

一
番
一
地
先
か
ら
同
郡
同
町
大
字
岡
泉
字
神

台
一
○
九
二
番
一
地
先
ま
で 

区 
 

 
 

間 

 
 

一
一
・
二
四
～ 

 
 

 
 

一
二
・
○
五 

 

九
・
三
一
～ 

一
○
・
一
二 

敷
地
の
幅
員 

（
メ
ー
ト
ル
） 

 

  
 

一
五
三
・
六
○ 

 

延 
 

長 

（
メ
ー
ト
ル
）

     

備  

 

 

考  



 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

告 
 

示 
 

埼
玉
県
杉
戸
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
二
十
号 

 

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ

う
に
道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
。 

 

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路
環
境

課
及
び
埼
玉
県
杉
戸
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

平
成
二
十
三
年
四
月
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

埼
玉
県
杉
戸
県
土
整
備
事
務
所
長 

関 

口 

 

男 



 

 

 春
日
部
菖
蒲
線 

 

   

路 
 

線 
 

名 

南
埼
玉
郡
白
岡
町
大
字
岡
泉
字
神
台
一
一
一
一
番
一

地
先
か
ら 

同
郡
同
町
大
字
岡
泉
字
神
台
一
○
九
二
番
一
地
先
ま

で 
供 

用 

開 

始 

の 

区 

間 

  

平
成
二
十
三
年
四
月
四
日 

供 

用 

開 

始 

の 

期 

日 

平
成
二
十
三
年
四
月
一
日
付
け
埼
玉
県

杉
戸
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
十
九 

号
で
告
示
し
た
供
用
開
始
で
あ
る
。
延
長

一
五
三
・
六
〇
メ
ー
ト
ル 

備 
 
 
 
 
 
 

考 



告 
 

示 

 
埼
玉
県
川
越
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長
告
示
第
三
十
五
号 

 

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
三
十
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
開

発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
の
で
、
公
告
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
三
年
四
月
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
川
越
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長 

福 

島 

克 

季 

一 

許
可
番
号 

 
 

平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日 

 
 

指
令
川
建
セ
第
二
二
〇
一
一
〇
一
号 

二 

検
査
済
証
番
号 

 
 

平
成
二
十
三
年
三
月
二
十
八
日 

 
 

第
二
二
〇
一
三
七
号 

三 

開
発
区
域
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称 

 
 

埼
玉
県
比
企
郡
嵐
山
町
大
字
川
島
字
長
山
一
八
四
六
番
二 

四 

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名 

 
 

埼
玉
県
深
谷
市
田
中
一
○
六
番
地 

 
 

内
田 

実 

            



告 
 

示 

 
埼
玉
県
川
越
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長
告
示
第
三
十
六
号 

 

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
三
十
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
開

発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
の
で
、
公
告
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
三
年
四
月
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
川
越
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長 

福 

島 

克 

季 

一 

許
可
番
号 

 
 

平
成
二
十
三
年
三
月
十
五
日 

 
 

指
令
川
建
セ
第
二
二
〇
〇
八
四
二
号 

二 

検
査
済
証
番
号 

 
 

平
成
二
十
三
年
三
月
二
十
九
日 

 
 

第
二
二
〇
一
三
六
号 

三 

開
発
区
域
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称 

 
 

埼
玉
県
比
企
郡
嵐
山
町
大
字
千
手
堂
字
上
台
五
一
〇
番
一 

四 

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名 

 
 

埼
玉
県
比
企
郡
嵐
山
町
大
字
川
島
一
五
二
四
番
地
一
一
リ
バ
ー
ハ
イ
ツ
１
０
２
号 

 
 

國
峯 

清
正 

            



告 
 

示 

 
埼
玉
県
越
谷
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長
告
示
第
千
十
六
号 

 

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
三
十
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
開

発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
の
で
、
公
告
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
三
年
四
月
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
越
谷
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長 

橘 
 

 

裕 

子 
 

 
 

 
 

 

一 

許
可
番
号 

 
 

平
成
二
十
三
年
二
月
十
七
日 

 
 

指
令
越
建
セ
第
二
二
〇
〇
四
八
一
号 

二 

検
査
済
証
番
号 

 
 

平
成
二
十
三
年
三
月
二
十
五
日 

 
 

越
建
セ
第
四
八
〇
―
一
号 

三 

開
発
区
域
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称 

 
 

埼
玉
県
北

飾
郡
杉
戸
町
大
字
杉
戸
字
上
杉
戸
四
百
八
十
六
番
一 

四 

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名 

 
 

埼
玉
県
北

飾
郡
杉
戸
町
大
字
杉
戸
五
百
九
十
八
番
地 

 
 

齋
藤 

米
始 



告  示 

埼玉県警察本部告示第 43 号 

 平成 23 年度第１回埼玉県警察官（巡査）採用試験Ⅰ類、平成 23 年度第１回埼玉県警察官（巡

査）採用試験Ⅱ類、平成 23 年度第１回埼玉県警察官（巡査）採用試験Ⅲ類、平成 23 年度埼玉県

警察官（巡査）採用試験国際捜査Ⅰ類及び平成 23 年度第１回埼玉県警察官（巡査）採用試験武

道・体育指導Ⅰ類を次のとおり実施する。 

平成 23 年４月１日 

埼玉県警察本部長 横 山 雅 之   

１ 試験の名称及び採用予定人員 

（1） 平成 23 年度第１回埼玉県警察官（巡査）採用試験Ⅰ類 

男性  190 人 

女性   21 人 

（2） 平成 23 年度第１回埼玉県警察官（巡査）採用試験Ⅱ類 

男性   20 人 

女性   ９人 

（3） 平成 23 年度第１回埼玉県警察官（巡査）採用試験Ⅲ類 

男性   50 人 

女性  ６人 

（4） 平成 23 年度埼玉県警察官（巡査）採用試験国際捜査Ⅰ類 

英語  １人 

韓国語 １人 

（5） 平成 23 年度第１回埼玉県警察官（巡査）採用試験武道・体育指導Ⅰ類 

柔道   １人 

剣道   １人 

２ 受験資格 

（1） 日本国籍を有する者 

（2） 地方公務員法（昭和 25 年法律第 261 号）第 16 条に該当しない者 

（3） その他次表のとおり 

  ア 学歴・年齢 



 

試  験  区  分 学      歴 年    齢 

Ⅰ        類 

国 際 捜 査 Ⅰ 類           

武道・体育指導Ⅰ類  

 

１ 学校教育法（昭和22年法律第26

号）による大学を卒業又は平成 

  24年３月までに卒業見込みの者 

２ 前記１に該当する者と同等の資

格があると認められる者 

昭和56年４月２日以

降に生まれた者 

 

 

 

Ⅱ         類 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 学校教育法による短期大学又は

専修学校（２年制以上の専門課

程で年間授業時数が680時間以 

  上のものに限る。）を卒業又は

平成24年３月までに卒業見込み

の者 

昭和56年４月２日か 

ら平成４年４月１日 

までに生まれた者 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 大学に２年以上在学し、かつ、               62 

  単位以上取得した者又は平成24 

  年３月までにこれらの要件を満 

  たす見込みの者（Ⅰ類に該当す 

  る者を除く。） 

３ 前記１又は２に該当する者と同

等の資格があると認められる者 

Ⅲ         類 

 

Ⅰ類及びⅡ類に該当しない者 

 

 

昭和56年４月２日か

ら平成５年４月１日

までに生まれた者 

イ その他 

国 際 捜 査 Ⅰ 類           語学力（受験言語）が堪能な者 

武道・体育指導Ⅰ類 

 

柔道又は剣道の卓越した技術を有する、段位が四段以上（

大学卒業見込みの者に限り三段を含む。）の者 

３ 試験の方法 

（1） 第１次試験 教養試験（国際捜査Ⅰ類を除く。）、専門試験Ⅰ（国際捜査Ⅰ類のみ。）



及び論文（作文）試験 

（2） 第２次試験 専門試験Ⅱ（国際捜査Ⅰ類のみ。）、人物試験、身体検査及び体力検査 

４ 試験の月日、会場及び合格発表 

 

試 験 月  日 会  場 合格発表日時  合格発表の方法 

 第１次 

 試   験 

 

 

 

 

 

５ 月 ８ 日       

（日） 

 

 

 

 

 

芝浦工業大学        

（さいたま市）

文教大学 

（越谷市） 

埼玉県警察学校 

（さいたま市） 

 

５月31日（火） 

午前10時 

 

 

 

 

 

 合格者に通知するほ

か、合格者の受験番号

を県庁本庁舎南玄関の

掲示板及び埼玉県警察

ホームページに発表の

日から７日目の午前10

時までの間掲示する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 第２次 

 試 験 

 

 

 

 

 

 

 

 ６月４日（土）から６月６

日（月）までのいずれか１日

及び７月14日（木）から７月 

26日（火）までのいずれか１

日（７月16日（土）から７月

18日（月）まで、７月23日             

（土）及び７月24日（日）を

除く。）に、埼玉県警察学校

で行う。 

８月17日（水） 

午前10時 

 

 

 

 

 

 

 

５ 試験の対象となる職の概要及び給与 

（1） 職の概要 

    個人の生命、身体及び財産の保護、犯罪の予防及び捜査、被疑者の逮捕、交通の取締り 

その他公共の安全と秩序の維持の任務に従事する。 

（2） 給与 

   ア 平成 23 年４月１日現在における初任給（地域手当を含む。）は、原則として次表の

とおりである。 

 



 

   区         分 採用（入校）時の初任給 

 

 

 

 

 

Ⅰ       類 

国 際 捜 査 Ⅰ 類           

武道・体育指導Ⅰ類 

 

221 , 8 1 1円   

Ⅱ       類 211 , 0 0 4円   

Ⅲ       類 191 , 5 3 0円   

  イ 一定の経歴がある場合は、前記アの金額に所定の額が加算される。 

  ウ 前記アのほか、支給要件に該当する者には、扶養手当、住居手当、通勤手当、期末・

勤勉手当等が支給される。 

  エ 採用時までに給与制度の改正があった場合は、それによる。 

６ 採用の方法 

   合格者は、採用のための意向確認後、欠員の状況等に応じて逐次採用される。 

   採用の時期は、平成 23 年 10 月１日以降の予定である。ただし、Ⅰ類の大学卒業見込者、Ⅱ 

類の短期大学又は専修学校の卒業見込者、国際捜査Ⅰ類及び武道・体育指導Ⅰ類は、平成 24 

年４月１日以降の予定である。 

７ 受験手続 

（1） 受験申込用紙の入手方法 

受験案内及び申込書は、埼玉県警察採用センター、県内各警察署等において、平成 23 年

２月 23 日（水）から配布している。 

（2） 申込方法 

  申込書に必要事項を記入の上、埼玉県警察採用センター又は県内各警察署に提出するこ 

と。ただし、郵送及びインターネットによる場合は、埼玉県警察採用センターに限る。 

（3） 受付期間 

   ア 持参受付及び郵送受付 

     平成 23 年４月１日（金）から４月 14 日（木）までの間 

    （郵送による場合は期間内消印有効） 

   イ インターネット受付 

     平成 23 年４月１日（金）午前８時 30 分から４月 13 日（水）午後５時までの間 



８ その他 

   この試験についての問合せは、埼玉県警察採用センター（さいたま市浦和区高砂３丁目 15 

番１号埼玉県警察職員採用フリーダイヤル 0120-373514）に行うこと。 

 



告  示 

埼玉県警察本部告示第 44 号 

 平成 23 年度第２回埼玉県警察官（巡査）採用試験Ⅰ類、平成 23 年度第２回埼玉県警察官（巡

査）採用試験Ⅱ類、平成 23 年度第２回埼玉県警察官（巡査）採用試験Ⅲ類及び平成 23 年度第２

回埼玉県警察官（巡査）採用試験武道・体育指導Ⅰ類を次のとおり実施する。 

  平成 23 年４月１日 

埼玉県警察本部長 横 山 雅 之   

１ 試験の名称及び採用予定人員 

（1） 平成 23 年度第２回埼玉県警察官（巡査）採用試験Ⅰ類 

男性 90 人 

女性 14 人 

（2） 平成 23 年度第２回埼玉県警察官（巡査）採用試験Ⅱ類 

男性 10 人 

女性 ３人 

（3） 平成 23 年度第２回埼玉県警察官（巡査）採用試験Ⅲ類 

男性 70 人 

女性 ６人 

（4） 平成 23 年度第２回埼玉県警察官（巡査）採用試験武道・体育指導Ⅰ類 

柔道 １人 

剣道 １人 

２ 受験資格 

（1） 日本国籍を有する者 

（2） 地方公務員法（昭和 25 年法律第 261 号）第 16 条に該当しない者 

（3） その他次表のとおり 

   ア 学歴・年齢 

試 験 区 分 学      歴 年    齢 

Ⅰ        類 

武道・体育指導Ⅰ類 

１ 学校教育法（昭和22年法律第26

号）による大学を卒業又は平成

昭和56年４月２日以

降に生まれた者 



 

 

 

24年３月までに卒業見込みの者  

 

 

２ 前記１に該当する者と同等の資

格があると認められる者 

Ⅱ         類 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 学校教育法による短期大学又は

専修学校（２年制以上の専門課

程で年間授業時数が680時間以

上のものに限る。）を卒業又は

平成24年３月までに卒業見込み

の者 

２ 大学に２年以上在学し、かつ、             62

単位以上取得した者又は平成24

年３月までにこれらの要件を満

たす見込みの者（Ⅰ類に該当す

る者を除く。） 

３ 前記１又は２に該当する者と同

等の資格があると認められる者 

昭和56年４月２日か

ら平成４年４月１日

までに生まれた者 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅲ         類 

 

 

Ⅰ類及びⅡ類に該当しない者 

 

 

昭和56年４月２日か

ら平成６年４月１日

までに生まれた者 

イ その他 

武道・体育指導Ⅰ類 

 

柔道又は剣道の卓越した技術を有する、段位が四段以上（

大学卒業見込みの者に限り三段を含む。）の者 

３ 試験の方法 

（1） 第１次試験 教養試験及び論文（作文）試験 

（2） 第２次試験 人物試験、身体検査及び体力検査 

４ 試験の月日、会場及び合格発表 

試 験 月  日 会  場 合格発表日時  合格発表の方法 

 第１次 ９月18日    (日) 芝浦工業大学        10月11日（火）  合格者に通知するほ



 試   験 

 

 

 

 

 

（さいたま市） 午前10時 

 

 

か、合格者の受験番号

を県庁本庁舎南玄関の

掲示板及び埼玉県警察

ホームページに発表の

日から７日目の午前10

時までの間掲示する。 

埼玉県警察学校 

（さいたま市） 

 第２次 

 試 験 

 

 

 

 

 10月15日（土）又は10月16

日（日）のいずれか１日及び            11

月 24日（木）から 12月１日

（木）までのいずれか１日（            11

月 26日（土）及び11月 27日             

（日）を除く。）に、埼玉県

警察学校で行う。 

12月22日（木） 

午前10時 

 

 

 

 

５ 試験の対象となる職の概要及び給与 

（1） 職の概要 

  個人の生命、身体及び財産の保護、犯罪の予防及び捜査、被疑者の逮捕、交通の取締り 

その他公共の安全と秩序の維持の任務に従事する。 

（2） 給与 

   ア 平成 23 年４月１日現在における初任給（地域手当を含む。）は、原則として次表のと 

   おりである。 

区        分              採用（入校）時の初任給 

Ⅰ 類           

武道・体育指導Ⅰ類 
221 , 8 1 1円   

Ⅱ       類 211 , 0 0 4円   

Ⅲ       類 191 , 5 3 0円   

    イ 一定の経歴がある場合は、前記アの金額に所定の額が加算される。 

  ウ 前記アのほか、支給要件に該当する者には、扶養手当、住居手当、通勤手当、期末・

勤勉手当等が支給される。 

    エ 採用時までに給与制度の改正があった場合は、それによる。 

６ 採用の方法 

 合格者は、採用のための意向確認後、欠員の状況等に応じて逐次採用される。 



   採用の時期は、平成 24 年２月１日以降の予定である。ただし、Ⅰ類の大学卒業見込者、Ⅱ

類の短期大学又は専修学校の卒業見込者、Ⅲ類の高校卒業見込者及び武道・体育指導Ⅰ類

は、 平成 24 年４月１日以降の予定である。 

７ 受験手続 

（1） 受験申込用紙の入手方法 

  受験案内及び申込書は、埼玉県警察採用センター、県内各警察署等において、平成 23 年

２月 23 日（水）から配布している。 

（2） 申込方法 

  申込書に必要事項を記入の上、埼玉県警察採用センター又は県内各警察署に提出するこ

と。ただし、郵送及びインターネットによる場合は、埼玉県警察採用センターに限る。 

（3） 受付期間 

   ア 持参受付及び郵送受付 

     平成 23 年７月 29 日（金）から８月 19 日（金）までの間 

    （郵送による場合は期間内消印有効） 

   イ インターネット受付 

     平成 23 年７月 29 日（金）午前８時 30 分から８月 18 日（木）午後５時までの間 

８ その他 

   この試験についての問合せは、埼玉県警察採用センター（さいたま市浦和区高砂３丁目 15 

番１号埼玉県警察職員採用フリーダイヤル 0120-373514）に行うこと。 



告  示 

埼玉県警察本部告示第 45 号 

 平成 23 年度第３回埼玉県警察官（巡査）採用試験Ⅰ類を次のとおり実施する。 

  平成 23 年４月１日 

埼玉県警察本部長 横 山 雅 之   

１ 試験の名称及び採用予定人員 

  平成 23 年度第３回埼玉県警察官（巡査）採用試験Ⅰ類 

男性 45 人 

女性 ５人 

２ 受験資格 

（1） 日本国籍を有する者 

（2） 地方公務員法（昭和 25 年法律第 261 号）第 16 条に該当しない者 

（3） その他次表のとおり 

学      歴 年    齢 

１ 学校教育法（昭和22年法律第26号         ）

による大学を卒業又は平成24年３

月までに卒業見込みの者 

２ 前記１に該当する者と同等の資格

があると認められる者 

昭和56年４月２日以降に生まれた者 

 

 

 

 

３ 試験の方法 

（1） 第１次試験  教養試験及び論文試験 

（2） 第２次試験  人物試験、身体検査及び体力検査 

４ 試験の月日、会場及び合格発表 

試 験 月  日 会  場 合格発表日時  合格発表の方法 

   第１次 

  試  験 

 

 

平成24年１

月29日（日) 

 

 

文教大学 

（越谷市） 

埼玉県警察学校 

（さいたま市） 

平成24年２月14

日（火）午前10

時 

 

 合格者に通知するほ          

か、合格者の受験番号を

県庁本庁舎南玄関の掲示

板及び埼玉県警察ホーム 



 ページに発表の日から７

日目の午前10時までの間

掲示する。 

   第２次 

  試 験 

 

 

 

 平成24年２月18日（土）又

は２月19日（日）のいずれか

１日及び３月21日（水）又は

３月22日（木）のいずれか１

日に、埼玉県警察学校で行う｡ 

平成24年４月18

日（水）午前10 

時 

 

 

 

５ 試験の対象となる職の概要及び給与 

（1） 職の概要 

個人の生命、身体及び財産の保護、犯罪の予防及び捜査、被疑者の逮捕、交通の取締り

その他公共の安全と秩序の維持の任務に従事する。 

（2） 給与 

   ア 平成 23 年４月１日現在における初任給（地域手当を含む。）は、原則として次のとお 

    りである。 

採用（入校）時の初任給 221 , 8 1 1 円 

    イ 一定の経歴がある場合は、前記アの金額に所定の額が加算される。 

  ウ 前記アのほか、支給要件に該当する者には、扶養手当、住居手当、通勤手当、期末・

勤勉手当等が支給される。 

    エ 採用時までに給与制度の改正があった場合は、それによる。 

６ 採用の方法 

合格者は、採用のための意向確認後、欠員の状況等に応じて逐次採用される。 

   採用の時期は、平成 24 年６月１日以降の予定である。 

７ 受験手続 

（1） 受験申込用紙の入手方法 

  受験案内及び申込書は、埼玉県警察採用センター、県内各警察署等において、平成 23 年

２月 23 日（水）から配布している。 

（2） 申込方法 

  申込書に必要事項を記入の上、埼玉県警察採用センター又は県内各警察署に提出するこ 

と。ただし、郵送及びインターネットによる場合は、埼玉県警察採用センターに限る。 



（3） 受付期間 

   ア 持参受付及び郵送受付 

     平成 23 年 12 月２日（金）から 12 月 16 日（金）までの間 

    （郵送による場合は期間内消印有効） 

   イ インターネット受付 

     平成 23 年 12 月２日（金）午前８時 30 分から 12 月 15 日（木）午後５時までの間 

８ その他 

   この試験についての問合せは、埼玉県警察採用センター（さいたま市浦和区高砂３丁目 15 

番１号埼玉県警察職員採用フリーダイヤル 0120-373514）に行うこと。 



告  示 

埼玉県警察本部告示第 46 号 

 平成 23 年度埼玉県警察官（巡査）採用試験Ⅰ類（県外試験）及び平成 23 年度埼玉県警察官（

巡査）採用試験Ⅲ類（県外試験）を次のとおり実施する。 

  平成 23 年４月１日 

埼玉県警察本部長 横 山 雅 之   

１ 試験の名称及び採用予定人員 

（1） 平成 23 年度埼玉県警察官（巡査）採用試験Ⅰ類（県外試験） 

北海道（男性） ６人 

青森県（男性） ２人 

岩手県（男性） ２人 

宮城県（男性） ８人 

山形県（男性） ３人 

福島県（男性） ３人 

群馬県（男性） ６人 

 （2） 平成 23 年度埼玉県警察官（巡査）採用試験Ⅲ類（県外試験） 

北海道（男性） ４人 

青森県（男性） ３人 

岩手県（男性） ３人 

宮城県（男性） ７人 

山形県（男性） ２人 

福島県（男性） ２人 

群馬県（男性） ４人 

２ 受験資格 

（1） 日本国籍を有する者 

（2） 地方公務員法（昭和 25 年法律第 261 号）第 16 条に該当しない者 

（3） その他次表のとおり 

試 験 区 分 学      歴 年    齢 



Ⅰ        類 

 

 

 

 

１ 学校教育法（昭和22年法律第26

号）による大学を卒業又は平成 

  24年３月までに卒業見込みの者 

２ 前記１に該当する者と同等の資

格があると認められる者 

昭和56年４月２日以

降に生まれた者 

 

 

 

Ⅲ        類 

 

 

Ⅰ類に該当しない者 

 

 

昭和56年４月２日か

ら平成６年４月１日

までに生まれた者 

３ 試験の方法 

（1） 第１次試験 教養試験及び論文（作文）試験 

（2） 第２次試験 人物試験、身体検査及び体力検査 

   （注）第１次試験で論文（作文）試験を実施しない試験地は、第２次試験で実施する。 

４ 試験の月日、会場及び合格発表 

（1） 試験地 

  北海道、青森県、岩手県、宮城県、山形県、福島県及び群馬県（以下「地元県」という                                     。 ）

において実施する。 

（2） 試験の月日、会場及び合格発表 

試 験 月日及び会場 合 格 発 表           

第１次 

試 験 

  各地元県と同一

とする。 

 各地元県の発表後、合格者に文書で通知する。 

 

第２次 

試 験 

 

  各地元県の月日 

に合わせて各地元

県内で行う。 

 各地元県の発表後、合格者に文書で通知する。 

 

 

（注）第２次試験合格発表については、発表の日から７日目の午前 10 時までの間、埼玉県警察

ホームページに掲示する｡ 

５ 試験の対象となる職の概要及び給与 

（1） 職の概要 

  個人の生命、身体及び財産の保護、犯罪の予防及び捜査、被疑者の逮捕、交通の取締り

その他公共の安全と秩序の維持の任務に従事する。 



（2） 給与 

   ア 平成 23 年４月１日現在における初任給（地域手当を含む。）は、原則として次表のと 

   おりである。 

区        分 採用（入校）時の初任給 

Ⅰ       類 221 , 8 1 1円   

Ⅲ       類 191 , 5 3 0円   

    イ 一定の経歴がある場合は、前記アの金額に所定の額が加算される。 

  ウ 前記アのほか、支給要件に該当する者には、扶養手当、住居手当、通勤手当、期末・

勤勉手当等が支給される。 

  エ 採用時までに給与制度の改正があった場合は、それによる。 

６ 採用の方法 

 合格者は、採用のための意向確認後、欠員の状況等に応じて逐次採用される。 

   採用の時期は、平成 24 年２月１日以降の予定である。ただし、Ⅰ類の大学卒業見込者及び 

Ⅲ類は、平成 24 年４月１日以降の予定である。 

７ 受験手続 

（1） 受験申込用紙の入手方法 

受験案内及び申込書は、各地元県の人事委員会事務局及び警察本部警務課において配布 

する。 

（2） 申込方法 

  申込書に必要事項を記入の上、所定の機関に提出すること。 

（3） 受付期間 

  各地元県と同一期間とする。 

８ その他 

（1） この試験は、第１次試験の実施まで埼玉県警察本部と地元県の人事委員会等が共同して 

行い、第１次試験の合格者の決定以降を埼玉県警察本部が行うものである。 

（2） この試験についての問合せは、埼玉県警察採用センター（さいたま市浦和区高砂３丁目

15 番１号埼玉県警察職員採用フリーダイヤル 0120-373514）に行うこと。 
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成
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三
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七
、
二
九
六
、
七
〇
〇
円 

 

西
第
十
一
区 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

一
〇
、
六
九
一
、
一
〇
〇
円 

 

西
第
十
二
区 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

八
、
五
八
〇
、
〇
〇
〇
円 

 

西
第
十
三
区 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

六
、
九
〇
二
、
二
〇
〇
円 

 

西
第
十
四
区 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

九
、
九
三
二
、
八
〇
〇
円 

 

西
第
十
五
区 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

一
〇
、
六
八
五
、
五
〇
〇
円 

 

北
第
一
区 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

八
、
五
四
四
、
一
〇
〇
円 

 

北
第
二
区 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

七
、
〇
一
八
、
五
〇
〇
円 

 

北
第
三
区 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

七
、
六
九
六
、
四
〇
〇
円 

 

北
第
四
区 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
九
、
二
六
五
、
六
〇
〇
円 

 

北
第
五
区 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
七
、
九
九
二
、
五
〇
〇
円 

 

北
第
六
区 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

八
、
五
〇
二
、
七
〇
〇
円 

 

東
第
一
区 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

九
、
七
九
八
、
四
〇
〇
円 

 

東
第
二
区 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

七
、
七
一
五
、
一
〇
〇
円 

 

東
第
三
区 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

八
、
五
四
九
、
六
〇
〇
円 

 

東
第
四
区 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

七
、
七
二
四
、
二
〇
〇
円 

 

東
第
五
区 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

八
、
七
三
五
、
七
〇
〇
円 

 

東
第
六
区 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

八
、
二
九
四
、
三
〇
〇
円 

 

東
第
七
区 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

一
一
、
〇
六
三
、
四
〇
〇
円 

 

東
第
八
区 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

八
、
四
八
七
、
八
〇
〇
円 

 

東
第
九
区 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

九
、
三
五
九
、
七
〇
〇
円 

 

東
第
十
区 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

九
、
三
〇
〇
、
二
〇
〇
円 

 

東
第
十
一
区 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

八
、
三
五
五
、
〇
〇
〇
円 

 

東
第
十
二
区 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

八
、
二
四
八
、
三
〇
〇
円 

 

東
第
十
三
区 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

七
、
六
五
八
、
〇
〇
〇
円 

 

東
第
十
四
区 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

一
一
、
七
七
四
、
八
〇
〇
円 

 

東
第
十
五
区 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

八
、
二
〇
五
、
三
〇
〇
円 



告 
 

示 

 
埼
玉
県
選
管
告
示
第
五
十
一
号 

  

平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日
現
在
の
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第

七
十
四
条
第
一
項
、
第
七
十
五
条
第
一
項
、
第
七
十
六
条
第
一
項
、
第
八
十
条
第
一
項
、
第
八
十

一
条
第
一
項
及
び
第
八
十
六
条
第
一
項
並
び
に
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律

（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
百
六
十
二
号
）
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
お
け
る
選
挙
権
を
有
す
る
者

の
総
数
の
五
十
分
の
一
の
数
、
四
十
万
を
超
え
る
数
に
六
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
四
十
万
に

三
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
を
合
算
し
て
得
た
数
及
び
三
分
の
一
の
数
は
、
次
の
と
お
り
で
あ

る
。 

 
 

平
成
二
十
三
年
四
月
一
日 

                     
 

 

埼
玉
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長 

加 

藤 
 

 

憲 

一 

地
方
自
治
法
第
七
十
四
条
第
一
項
及
び
第
七
十
五
条
第
一
項
に
お
け
る
選
挙
権
を
有
す
る
者

の
総
数
の
五
十
分
の
一
の
数 

一
一
六
、
九
九
九
人 

二 

地
方
自
治
法
第
七
十
六
条
第
一
項
、
第
八
十
一
条
第
一
項
及
び
第
八
十
六
条
第
一
項
並
び
に

地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律
第
八
条
第
一
項
に
お
け
る
選
挙
権
を
有
す

る
者
の
総
数
の
四
十
万
を
超
え
る
数
に
六
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
四
十
万
に
三
分
の
一

を
乗
じ
て
得
た
数
と
を
合
算
し
て
得
た
数 

一
、
〇
四
一
、
六
五
八
人 

三 

地
方
自
治
法
第
八
十
条
第
一
項
に
お
け
る
選
挙
権
を
有
す
る
者
の
総
数
の
三
分
の
一
の
数

（
そ
の
総
数
が
四
十
万
を
超
え
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
超
え
る
数
に
六
分
の
一
を
乗
じ
て

得
た
数
と
四
十
万
に
三
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
を
合
算
し
て
得
た
数
） 

 
 

 

選
挙
区 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

数 

 

南
第
一
区 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

六
四
、
六
七
四
人 

 

南
第
二
区 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

一
三
四
、
四
四
三
人 

 

南
第
三
区 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

二
二
、
九
一
五
人 

 

南
第
四
区 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

三
七
、
五
〇
七
人 

 

南
第
五
区 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

二
九
、
九
五
〇
人 

 

南
第
六
区 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

四
二
、
一
四
〇
人 

 

南
第
七
区 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

二
五
、
七
二
九
人 

 

南
第
八
区 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

二
五
、
二
八
八
人 

 

南
第
九
区 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

三
九
、
二
六
三
人 

 

南
第
十
区 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

四
六
、
五
三
六
人 



 

南
第
十
一
区 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

二
九
、
四
五
二
人 

 
南
第
十
二
区 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

三
〇
、
五
九
一
人 

 
南
第
十
三
区 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

六
一
、
一
一
一
人 

 

南
第
十
四
区 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

三
一
、
七
六
三
人 

 

南
第
十
五
区 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

一
九
、
二
〇
一
人 

 

南
第
十
六
区 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

三
〇
、
四
一
五
人 

 

南
第
十
七
区 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

一
九
、
一
五
七
人 

 

南
第
十
八
区 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

四
三
、
一
三
三
人 

 

南
第
十
九
区 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

一
九
、
四
八
六
人 

 

南
第
二
十
区 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

三
一
、
八
二
九
人 

 

南
第
二
十
一
区 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

一
六
、
六
七
五
人 

 

南
第
二
十
二
区 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

三
四
、
三
八
六
人 

 

南
第
二
十
三
区 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

二
〇
、
七
五
三
人 

 

西
第
一
区 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

九
三
、
二
二
〇
人 

 

西
第
二
区 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

四
〇
、
六
三
四
人 

 

西
第
三
区 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

二
二
、
六
八
五
人 

 

西
第
四
区 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

四
三
、
一
六
九
人 

 

西
第
五
区 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
一
五
、
五
八
九
人 

 

西
第
六
区 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

二
八
、
八
五
九
人 

西
第
七
区 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

二
三
、
四
二
五
人 

 

西
第
八
区 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

九
二
、
四
四
一
人 

 

西
第
九
区 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

一
五
、
六
九
三
人 

 

西
第
十
区 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

一
三
、
六
四
一
人 

 

西
第
十
一
区 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

二
七
、
二
七
四
人 

 

西
第
十
二
区 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

一
八
、
七
九
五
人 

 

西
第
十
三
区 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

一
二
、
〇
五
七
人 

 

西
第
十
四
区 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

二
四
、
二
二
八
人 

 

西
第
十
五
区 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

二
七
、
二
五
一
人 

 

北
第
一
区 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

一
八
、
六
五
一
人 

 

北
第
二
区 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

一
二
、
五
二
四
人 

 

北
第
三
区 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

一
五
、
二
四
七
人 

 

北
第
四
区 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

二
一
、
五
四
九
人 

 

北
第
五
区 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

四
九
、
三
〇
七
人 

 

北
第
六
区 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

五
五
、
四
五
四
人 



 

東
第
一
区 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

二
三
、
六
八
九
人 

 
東
第
二
区 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

一
五
、
三
二
二
人 

 
東
第
三
区 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

一
八
、
六
七
三
人 

 

東
第
四
区 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

一
五
、
三
五
八
人 

 

東
第
五
区 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

一
九
、
四
二
一
人 

 

東
第
六
区 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

一
七
、
六
四
八
人 

 

東
第
七
区 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

二
八
、
七
六
九
人 

 

東
第
八
区 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

五
五
、
二
七
四
人 

 

東
第
九
区 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

八
七
、
七
〇
六
人 

 

東
第
十
区 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

二
一
、
六
八
八
人 

 

東
第
十
一
区 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

三
五
、
七
八
三
人 

 

東
第
十
二
区 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

一
七
、
四
六
三
人 

 

東
第
十
三
区 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

一
五
、
〇
九
二
人 

 

東
第
十
四
区 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

三
一
、
六
二
六
人 

 

東
第
十
五
区 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

一
七
、
二
九
一
人 



正 
 

誤 

 
埼
玉
県
規
則
第
三
十
一
号
（
平
成
二
十
三
年
三
月
二
十
九
日
第
二
千
二
百
七
十
四
号
）
目
次
中

訂
正 

 

誤 埼
玉
県
警
察
公
舎
管
理
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
（
公
安
委
員
会
） 

 

正 埼
玉
県
警
察
公
舎
管
理
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
（
厚
生
課
） 



正 
 

誤 

 
埼
玉
県
公
安
委
員
会
規
則
第
三
号
（
平
成
二
十
三
年
三
月
二
十
九
日
第
二
千
二
百
七
十
四
号
）

目
次
中
訂
正 

 

誤 埼
玉
県
道
路
交
通
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
（
公
安
委
員
会
） 

 

正 埼
玉
県
道
路
交
通
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
（
交
通
規
制
課
） 



正 
 

誤 

  
埼
玉
県
条
例
第
四
十
号
（
平
成
八
年
十
月
十
八
日
号
外
第
八
十
一
号
）
中
訂
正 

 

ペ
ー
ジ 

 
行 

三
下
段 

 

前
か
ら
二
及
び
八 

 

誤 限
に 

 

正 現
に 

 


